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身体拘束最小化のための指針 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療法人 寺尾病院 
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      YES                          NO 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           NO                                         YES 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アセスメント 

問題行動の原因を明確にする 

多職種チームで協議 

患者に自傷や他の危険行動がある 

介入 

① 問題行動の原因に対処する 

② 拘束に替わる方法を検討し試行する 

③ 精神科等、専門医に相談する 

介入が有効 

患者・家族への説明と同意 

（同意書作成） 

拘束実施 

① 医師の指示 

② 身体拘束 

③ 観察 

④ 記録 

⑤ アセスメントして解除を検討 

毎 日 ）多職種にて身体抑制解除に向けた評価・検討 

週 1 回）多職種にて身体抑制解除に向けたカンファレンス 

 

拘束実施せず 
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